
	４　講話・グループワーク「なぜ、条例をつくるのか？」
（１）講話：自治基本条例制定の意義、市民会議の役割など

松下アドバイザーから、自治基本条例制定の意義、市民会議の役割などについて、講話をいただいた。
・１０年ほど前、自治基本条例づくりを始めた当初は「自治」ではなく、「条文」をつくっていた。良い文章を集めれば立派な条文はできるが、自分たちの暮らしとはかけ離れたものとなってしまう。では「理念」を書けばよいのかといえば、それによって暮らしが良くなるものでなければならないと思えてきた。そして到達したのが、条文ではなく「自治」をつくるという考え方である。自治というのは、人が集まって暮らす、そしてそこにある様々な課題をみんなが力を合わせて解決していくということである。そういったことは、先祖からずっとやってきたのだが、それをもう一度やろうではないかということである。
・我々は、この３０年の間に、自治の方向を見失ったのではないか。何でもお金が解決してくれる、何でも国や役所がやってくれると思ってきてしまった。国と地方の関係においても、日本は何でも国が考えるシステムを続けてきたので、本来大きな事を考えるべき国の役人が身近な事を考えざるを得ない状況となってしまっていた。ここにきてそういった役目を変えて、国は国際問題や大きな問題を考え、地域のことは市がやっていこうということとなった。そのような中で、今私たちが地域の中でいかによい暮らしをつくっていくかが問われている。

・少子高齢化により若い人が少なくなり、税金が減るという事態が起きている。今までのやり方を変えて新しいルールを考えよう、地域のことは自分たちで考えていこう、そのために自治基本条例を自分たちでつくっていこうという流れとなってきた。皆さんでどのようにすれば、共通の課題を解決できるルールになるかを考えてほしいと思う。

・課題解決のルールについては、いくつかのヒントが資料８の６４ページに載っている。例えば、地域の活動をきちんと位置付けていくこと、情報共有の仕組みを位置付けていくこと、参加や協働の仕組を位置付けていくことなどがあると思う。これらを参考にしながら、地域の課題を解決していくためのルールをぜひ考えてほしいと思う。

・最後に、市民会議においては、これまでの様々な積み上げを大事にしてほしいと思う。今まで積み上げてきたものをバトンを引き継いでやっていくという姿勢でやれば、短い時間で内容の濃い検討ができると思う。常時報告を受けながら皆さんの応援、サポートをしていきたい。皆さんと共によい条例づくりをしていきたいと思う。
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